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「問い」をカタチにするインタビューメディア 
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インタビュアー 
（個人・企業・自治体など） 

インタビュアーの「問い」に答えてくれる 

各分野の有識者や専門家、クリエイターなど 
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実現したいアイデアがある、課題を抱えている、 

企業や自治体の担当者、クリエイターなど 

QONVERSATIONSのインタビュー  

 （問い）   

Q  		

   A   

インタビュイー 
(有識者・研究者など) 

•  「問い」のブラッシュアップ 
•  インタビューのコーディネート 
•  記事の制作・発信 
•  仮設検証ワークショップ、PRイベント開催 etc 

（新たな視点・アイデア） 

インタビュアーとなるのはアイデアをカタチにしたい・課題を解決したい“あなた” 

あなたの「問い」に答えてくれる相手とのインタビューをQonversationsがコーディネート 



インタビュアーとなるのはこんな人  
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•  新規プロジェクトのアイデアや視点がほしい 

•  新企画を立ち上げるため、あるテーマについて思考を深めたい 

•  製品、サービスのローンチ前にアイデアのブラッシュアップをしたい 

•  専門家や有識者とのネットワークを作りたい 

•  共創やオープンイノベーションにチャレンジしてみたい 

•  経営者としての自分の問題意識や興味を社内に共有したい 

•  対話を通して組織内の人材育成や意識向上に取り組みたい 
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“あなた”のアイデアや構想をカタチにするまでをサポート 

QONVERSATIONSの役割  

QONVERSATIONSで 
思考を深めて 

アイデアをブラッシュアップ カタチにする 

アイデア 

構想 

カタチにする 

アイデアをカタチにする 
障壁は高い 

アイデア 

構想 

Q 

カタチにする 



なぜインタビュアーになるのか？ 
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自らが主体となって「問い」を立て、対話をすることで、 

① 新たな視点を得たり、思考を深めることができる。 

② 新たなネットワークが構築できる。 
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ステップ  

STEP１　「問い」のブラッシュアップ 

STEP２　インタビューのコーディネート 

STEP３　インタビュー取材 

STEP４ 　記事制作・配信 

＋! 　　　 関連イベントの開催、クリエイティブサポートなど　 
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・「問い」を明確にする 
プロのインタビュアー(Qonversations)との対話を通じて、問題
意識やプロジェクト実現に向けた課題、目指すべきゴールを整理
し、「問い」の方向性を定める 

STEP１  「問い」のブラッシュアップ  

プロジェクトの目的や問題意識、 

アイデアや構想をカタチにするために必要なことを明確にする 

▶POINT 
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・対話の機会を創出 
普段直接話を聞けないような相手との出会いや対話の場をつくる。 

STEP２  インタビューのコーディネート  

さまざまな分野の専門家、有識者へのインタビューの場をコーディネート 

必要に応じて、インタビュイー（取材対象）の人選を提案 

▶ POINT 
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・新たな視点や思考の獲得 
自らの「問い」を直接投げかけることができるため、インター
ネットや書籍などでの一方的な情報収集とは異なるリサーチが
可能。 

・ネットワークづくり 
様々なアイデアや技術を持つ専門家・有識者とのネットワーク
づくりができる。そこからオープンイノベーションに発展する
可能性も。 

STEP３  インタビュー取材  

▶POINT 

リサーチや学びを目的としたインタビューの実施 

 



Presented by Qonversations Co.,Ltd. 11 

・プロセスを記録に残せる 
プロの編集者が記事をまとめることで、プロジェクトのプロセ
スが記録でき、組織内での共有や振り返りなどにも役立つ。 
・プロジェクトのファンづくり 
プロジェクトのプロセスからオープンにすることはPRにもつ
ながり、ファンやサポーターを作りやすい 

 

STEP４  記事制作・発信  

インタビューや経過レポートを記録として残し、プロジェクトのプロセスを公開 

▶POINT 



コンテンツの発信チャネル 
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WEB 

" QONVERSATIONS本サイト 

"自社・プロジェクトサイト 

"特設サイト 

"メディアタイアップ、など 

"書籍 

"フリーペーパー 

"雑誌タイアップ、など 

"社内報・会報誌など 

印刷物 

内部共有 外部発信 

"社内向けブログ 

"会員向けメディア、など 
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・イベント、ワークショップの開催 
公開型インタビューイベントやブレインストーミング、モニタ
リングなど、プロジェクトのプランや仕様を固めるための機会
づくりや仮設検証、PRなどの機会づくり。 

・クリエイティブサポート 
各分野のクリエイターとの協業によるプロジェクト全体のクリ
エイティブディレクションや広報物の制作など。 

 
 

各種オプション　  

関連イベントの開催やクリエイティブサポートなど、アイデアをカタチにするために 

必要な各種サポートを、外部の専門家・有識者と協業しながら行います。 

▶POINT 



Qonversationsのこれまで 
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従来型の「コンテンツ配信メディア」から、 

インタビュアーの問いをカタチにする「共創のプラットフォーム」へ 
 

2012年 「インタビュアーにスポットを当てる新感覚インタビューサイト」としてスタート 
さまざまな分野で活躍するクリエイターや文化人らがインタビュアーとなり、「いま話を聞きたい人」にインタビュー。
6年間で100本以上の記事を配信。 

2015年 「欲望するインタビュー」(P-VINE)「旅するカンバセーションズ」（カンバセーションズ）刊行 

2018年 「問いをカタチにするインタビューメディア」としてリニューアル 

2013年   「QONVERSATIONS TRIP」スタート 

不定期開催の出張取材イベントとして全国5ヶ所で実施。（岡山・大阪・瀬戸内・横浜・京都） 
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インタビュー実績 

時代を牽引するクリエイターや文化人らがインタビューに登場（以下敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 過去のコラボレーションパートナー 

▶ 参加者  

メディア、企業、行政など、「問い」を起点に様々なコラボレーションを行っています。 

 

 

 

 

 

 

伊藤直樹（クリエイティブディレクター／PARTY代表）、猪子寿之（チームラボ代表）、えぐちりか（アーティスト・アートディレクター）、角
田光代（小説家）、オダギリジョー(俳優)、川田十夢（AR三兄弟）、北川フラム（アートプロデューサー/ディレクター）、キリーロバ・ナージャ
（電通Bチーム）、坂部三樹郎（ファッションデザイナー）、佐藤達郎（DELFONICS代表）、塩田幸雄（小豆島町長）、清水博（東京大学名誉教
授／「場の研究所」所長）、鈴木 健（SmartNews 代表取締役）、鈴木心（写真家）、須藤健一（国立民族学博物館 館長／文化人類学者）、高橋
智隆（ロボットクリエイター）、太刀川英輔（NOSIGNER)、為末大（為末大学）、寺井元一（株式会社まちづクリエイティブ代表）、田中康夫
（小説家）、環ROY(ラッパー）、ドミニク・チェン（株式会社ディビデュアル）、中原慎一郎（ランドスケーププロダクツ代表）、名和晃平（彫
刻家・SANDWICHディレクター）、長谷川踏太(クリエイティブディレクター)、原 和彦（臨済宗常福寺住職）、ハリス鈴木絵美「Change.org」
キャンペーン・ディレクター、藤井佳之（「な夕書」店主）、松井えり菜（アーティスト）、森岡督行（森岡書店）、ルーカスB.B.
（「PAPERSKY」編集長）、渡邉 格、麻里子（パン屋「タルマーリー」）、和多利浩一（キュレーター／ワタリウム美術館）　…など200名以上 
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QONVERSATIONSへの参加方法 

１ インタビュアーになる 

２ コラボレーションする 

•  インタビュアーは基本的に1人 

•  QONVERSATIONS本サイトでインタビュー記事を公開 

•  インタビュアーとなるのは1人でも、チームでも 

•  インタビュー記事の配信チャネルは自由 

こんな方におすすめ　プロジェクトチーム、    
                                    企業、メディア、自治体 etc. 

こんな方におすすめ　経営者、アーティストetc. 
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プロジェクト開始までの流れ 

１．ご相談 

2．ヒアリング 

３．ご提案・お見積 

４．PJスタート 

 
まずはメールでお気軽にお問合せください 
 

ゴール設定、アウトプット方法、インタビュイー人選などについてディスカッション 

•  人選、企画のご提案 

•  お見積もり 

•  インタビューのコーディネート、記事化 

•  プロジェクトのPR 

•  関連イベントの実施や各種制作、コーディネーション等 
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参考事例：地域づくりの課題に向き合う 

プロジェクト名 「半島Meets…」～俵ヶ浦半島の未来を考える対話～ 
 
インタビュアー 　俵ヶ浦半島活性化プロジェクトチーム 
 
クライアント　 　佐世保市 
　    
概要 　長崎県佐世保市が重点支援を行う「俵ヶ浦半島活性化プロジェクト」の3年
間の活動の振り返り、課題解決を目的とした企画。プロジェクトに携わってきた
メンバーたちが、現状の課題や悩みをもとに、他地域で同様の職種、立場で働く
人たちにインタビュー。 
 
 配信チャネル　特設ページ。佐世保市内で公開型インタビューイベントも実施。 
 
 URL 　https://tawara99.com/meets/ 

地域づくりに関わる中で、同じ外部の立場の方がどんな考えでどう地域と向き合っているかを突っ込んで聞く
機会はほとんどない。インタビューを通じて地方創生のプロデューサーとして取り入れたい、改善したいこと
がたくさん生まれ、地域の活性化に向けてもこれからのアプローチが明確になった。 
 
（インタビューレポート https://tawara99.com/blog/287/） プロデューサー 

佐藤直之 さん 
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運営会社概要 

社名　　株式会社カンバセーションズ （英：Qonversations Co.,Ltd.) 

設立　　2017年1月 

所在地　　神奈川県鎌倉市材木座6-10-17 

Contact　　kano@qonversations.jp （担当：狩野）  

URL　　http://qonversations.jp/ 

代表取締役　　原田優輝 

取引銀行　　三菱UFJ銀行  鎌倉支店 

１．インタビューメディア「Qonversations」運営　 　　 

URL　http://qonversations.net 

２．インターローカルプロジェクト「〇〇と鎌倉」運営　 

URL　https://www.andkamakura.net  

３．各種メディア企画・制作・編集 

４．イベント・ワークショップの企画・運営 

５．各種ディレクション、PR等 

COMPANY INFO ACTIVITIES 


